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痴呆性老人とその介護者へのデイケアの意義

デイケアのある日と無い日との比較から

岡本 恵美 村嶋 幸代 斉藤恵美子

目的　本研究は，デイケアを利用する高齢者とその介護者を対象に，デイケア当日とそれ以外の

日に，家庭生活，そこに存在する介護上の困難点，デイケア参加によって及ぼされる影響

と，利用者の通常の介護状況との関連性を把握することを通して，デイケアの意義を検証す

ることを目的とした。

方法　利用者・介護者の属性，通常の介護状況，介護負担感，生活時間の各々についての調査票

をデイケア来所時に5施設，計60ケースに配布し，介護者に質問紙への記入を依頼した。家

庭訪問によって回収し，介護状況別に，利用者・介護者の属性，介護負担感などと介護者が

3段階で評価したデイケアの影響について関連性を検討した。

結果　1.　通常の介護で目が離せない者，夜間の介護が必要な者など，通常の介護状況の重い者

ほど介護者の負担感が強い。

　2.　「見守りの必要度」が高い者，「介護時間」が長い者など通常の介護状況の重い者はデ

イケアによって介護者自身がプラスの影響を受けると感じていた。

　3.　しかし介護状況が非常に重い場合は，デイケアは有効ではなく，これらのケースは介

護者が終日仕事に出ていたり，高齢の配偶者による介護を受けているなど介護者の条件が整

っていない介護困難の状態であった。

　4.　介護者による主観的評価と，生活時間による客観的評価の両側面からデイケアの影響

を捉えた結果，利用者・介護者の生活時間にはほとんど実態の変化は見られなかったにもか

かわらず，介護者は，「デイケア当日の利用者の睡眠がよくとれている」，「デイケアによっ

て自由時間が増える」，「気分転換・身体の休養がとれる」と評価しており，精神的負担が軽

減されると感じていた。

結論　1.　痴呆性老人のデイケアは介護者の生活時間からみると，その生活の開始時刻に変化を

及ぼさなかったが，介護者による主観的評価には大きく影響した。

　2.　通常の介護状況の軽い介護者に比べて，重い介護者ではデイケアが有効だと評価され

ているが，介護状況が非常に重い場合には，デイケアは有効ではなかった。

　3.　対象者を十分に把握し，対象の特徴に見合った通所・訪問サービスを組み合わせ，地

域で支えられるシステム作りをしていくことが必要であろう。
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